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研究課題名 応力誘起変態制御によるインバー合金の開発と工業材料への展開

研究の概要等 一般に、合金の熱膨張係数は、その融点に反比例の関係を持つ材料固有の物性なの

で、その制御は極めて困難であると考えられている。例外的に低い熱膨張係数を示す

のが磁気相転移を利用したインバー合金である。本研究は、インバー合金系で既に利

用されている磁気相転移以外の無拡散型の構造相変態を利用して、熱膨張係数を制御

する従来にない新しい手法を確立する事を目的とする。すなわち、単相あるいは２相

組織を有する形状記憶合金に適度の加工を与え、材料内部に不均一な内部応力場を形

成させる事によって、 ℃以上の温度幅にわたって熱膨張係数を自由にコントロール100

しようとするものである。この手法によってこれまでインバー合金の開発は困難と考えら

れていた 基合金、 基合金、 基合金に対して新しい低熱膨張合金の開発が期待Cu Ti Ni

される。本研究では、種々の形状記憶合金を対象に加工歪みを与える事によって熱膨

張係数を制御する手法の確立とそのメカニズムを解明するとともに、電子部品用パー

ケージ材料や精密機器への応用を考慮した研究を行う。
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